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浄土真宗僧侶のライフス トー リーか らの探索



















































































2003年7月 上旬か ら11月下旬までの5ケ 月間に






分析手順 は、 やまだ(2003)に 準 じた。具体的
にはまず イ ンタ ビa‐ で録音 され た内容 をテクス
ト、即 ち文字記録 に変換す る作業 を行 った。尚1
次 デー タはイ ンタビュー前後 の雑談、対象者 の著
作、檀家へ の配布物 など多様 なソースを参考 に し
なが らも、主 と して イ ンタ ビューにお ける語 りを
中心 に構成 されて いる。続 いて1次 デ ータか ら2
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E;や っぱ り生 きている うちに、 ち ゅうかなで きるだけ若い
うちに、 あの、仏法 に こうた しなんでおいていただ くとい う
ことが やっぱり一番大事 じゃないかな と思 ってね一。だか ら
病気 になってか ら、 あの、 とかね、死 に際な ってか らとい う
ので は遅 いん です よね。 それはね、 ち ょうど病 気にな って、
死 にそうになった人 に、遺言書 けち ゅうのと同 じことでね、
あの、ふふふふ、 そんな ことはね、早 くや っと くべ きなんで
す。 自分の人生 を生 きる自分 の責任 と してね。 う一ん、だか
ら、 ほん とうにこう若 い うちか ら仏法 にた しなんでおけば、
どん なような死様で もいいとい うことになっておればね、 あ
の一、それで、 なん ち ゅうかね、家族 の人 たち も安心 がで き
るで しょう しね。(中 略)お 互いにね。 自分 が この世 を生 き
る責任 と して、 自分 自身 の責任 と して、 また周辺 の人 への責
任 としてで もそういう生 き方を して るってい うことがね、大























E;こ れ はや っぱ り、平素 か らね、 や っぱ りその念仏の教え
ていうものに生 かされ て、必 ず浄土 に往 かせてもらうんだと、
(死があ りがたい)と い うことを死んで いく人 も、 生 き残 っ
て る人 もね、 みんなが それがあるか らこそね、 そ うい うこと
が言え るわ けでさる し、受 け取れ るわけで しょう。 だか らそ
れ は死 に際 になって るその人 にね、あんたお浄土へ往 くんじゃ
が言 うてみ たってね本人 そん なもの受 け付 けないと思 うんで
す よ。だか らこそそれ はね、若い うちに、生 きて る、健康 な
うちか らや っぱり、で きれ ば仏法 に聴聞 することで ね、 みん
ながそ ういう思 いとい うものを持たせて もらうということが、
一番肝心や ろうと思 うんですが、 うん。











見 られたものであった。語 り3は そのような状況
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語り3差 許の緻 獺 わク(E) 語り4騰 する汚徒への関わク(E)
E;こ れは当時の能 登の人生の別れの挨拶だ と思 うんですよ
ね。 あんた死 ぬん じゃない、お浄土に生まれ変わ らして もら
うんだ と、 しか も仏様 にな らさせて もらうんだか ら、それ は
あ りがたい ことだと、言 って るんですね。だか らあ りがたい
と思 うて、 お念仏 申さ しや とこうい う言葉をね、 お母さんが
娘に対 して、 かけてるんですよね。 これは当時のや っぱ り能
登のみんなそ うい う別 れがあ った と思 うんですよね。 これは
ね一、 あそ こはね、 見舞 いに来た人 がね、その娘 さんのそば
で静 かにお念仏 を2、30分 唱えて帰 ってい ったち ゅうんです
よね。 これはや っぱ りね、 みんながね、や っぱ りその、念 仏
の教 えとい うものに、 あの、いただいてお らなければ、そ う
い う状況 は成 り立 たないと思 うんですよね。
K;そ うですよね一。
E;今 ね、 なんで もない人 に病気 の見舞 いに行 ってね、そな
い、 そやってなんまん だぶと念仏唱えとったらね、みんなびっ
くりして、 あんた何 い うてんやとい うことになるで しょう。
だけど、能登 あた りの明治 か ら大正 にかけてのそ うい う時代
は、 やっぱ りその念仏 い うのがみんなに こう行 き渡 ってお っ
たんですね。 そ うすれば、娘 に対 して もあんた死 ぬん じゃな
いんだとい うよ うなそ うい う言 い方、 お念仏 申差 し上 げち ゅ









F;あ 、臨終 に立 ち会 うのは何べん もあ りま した。 私の田舎
でもそうで す。 これは私 がまだ18、9の ときや った。 そのと
きなんかで も、助学校 なんか言 うので もその時分 うちの実家
でもや って ま した。 日曜 に子 ど もを寺 に集めて。 その中に*
*君 ち ゅうのが おった。 その子 は病 気で死にま した。 死ぬ時
に立 ち会 いま した。仏様 の ところへ行 くんやで、 お浄土へ行
くんやで ち ゅうて、本人 は、 はい、 もうそれを聞 くな り、な
んまんだ 一、 なんまんだ一言 うて、喜 んで往生 しま した。 え
え。 もう一人 はこれはそのときの檀家 さんですけど。 もう80
なんぼや ったか。 その人 も立 ち会 いま した。 その人 もそ うで
す、喜んで喜ん で死 にま した。
語り5鱒 ナる汚麸への偲わク(A)
A;あ の 一、私 たちの知 ってる限 り、 よ くその、 まあ、私 た
ち聴聞 って言 って るん ですけど も、 ご法 をお聞 きにな ってお
られ る方々 は、非常 にその、 あん ま り不安 な く、死 んでいる






































隔り6あ まり鰐 しない門徒への宗教獺 わク(A) 語り8友 スへの宗教蝦1わ クCB)
A;平 生あん ま り来 な くて、私達 の真宗門徒 の方 々で、若 い
世代 の人た ちが あのまあ、大変、 シ ョックを受 けるような病
気 になりますね。 そうす ると、 自分の過去 の罪 をものす ごく
心配 され る方がや っぱりお られ る、私の経験上 はね。
K;過 去の罪を。
A;は い。あの、 まあ、今の時代 には通 じないと言わればそ
うです けど、 こん なことを してお った ら地獄へ行 くんで はな
いか ちゅう、そ ういう平生聴聞されてない方で非常に不安が っ
てお られ る方 は私の経験上 はお るとい うことですね。(中 略)
ですか ら、聴聞 されてない方で、 ご門徒 の方です とね、 や っ
ぱ り大変心配、心配 ちゅうんか、あの、 誰に も会いた くない
とかね、そ うい うことを仰 られ る方がいます。 私が行 きます
と、中へ通 して くだ さいますけ どね。 あの、 親類の もん誰 に
も会いた くない とい う人 もお られますね。
話り7あ まり醐 しない戸雅 への宗教蠣 わク(F)
F;**君 は昔 の伝 染病 の恐 ろ しい、 あれね病気 でね。 あれ
なんち ゅうのかな。伝染病で。 とにか くね、熱 が出てね、体
中が震 えて くるよ うな大変 な熱が 出るやっで ね。 それで、わ
ずか半月 ぐらいの入院 で死 にま した。(中 略)そ や け ど私 の
友達が僕 の手 を取 ってね、死 にた くない死 にた くない言 うて
るんですわ。 もが いて、苦 しい し。死ぬの いやや、死ぬの い
やや。か り手を握 ってね。辛 いだ ろう。辛 いだ ろ う。(涙 を
目に浮かべなが ら)阿 弥陀 さん と一緒やで って私が言 うや っ
たん。それが本人の心の中 に届 いたんで しょう。今まで もが
いていたその友達がね、涙ぽ ろぽ ろ流 しなが ら、なあ、あ一、
言 うて泣 き出 してね。同 じ泣 くので もや っぱ りそ うい うね、
私の言 った ことが ものす ごく心に届いたんで しょう。今まで
暴れていたのが、痛 い辛い、いたいいたい、いやや一死 ぬの
いやや一言 うてたんのが、それが じ一っとだんだん大人 しなっ
てね。 なんまんだぶ、なんまんだぶ って泣 きなが ら念仏 唱え
てね。 それが、 私は、あんなに うれ しい ことなか ったね。 え
え。 だか ら、お念仏 とい うものはそ うい うもん じゃないで す







ところで、 日常生活において殆 ど仏教 との明示
的な関わりを持たず、浄土真宗 という同一教団を
通 じた接点を有 しない個人に対する宗教的関わ り
とは如何なるものであろうか。語 り8は 、癌を宣
告された友人に対する関わりであるが、そこで も
B;女 の先生で したけ どね、私 よ りち ょっと若 い。 同 じ学校
へ勤 めて ましてね。 でその人が癌 にな らはってね、可愛想に
ね一、 癌てい うのはや っぱ り、私 もな ったんです けど、その
人 は電話 かけて きた ときに、声震 え とったんです な一、 う一
ん。 で是 非会いたいち ゅうて。何 で一、私 は辞 めてる、その
人 も辞 めてる、今更会 いたいって何 が一って言 ったら、病 院
来 ださい って言 うてね、 それで病院 て、 なんや どないな った
んや、 お うて話 します って、 ガタガ タ震えてま したよ、その
人 の声。
K;う 一ん。
B;そ れ で行 った ら、 た一、 ほん まにガッタガ タガッタガタ
震えて ま したわ。可哀想 に。(中 略)も う末 期症 状 て言われ
た。 もうそれか ら私 は、寝 られへんわ、気は狂 うみたいになっ
て、 もう死 ぬんだ と言 うことが分か って、どない した らええ
んか、 これ はもう校長先生 され とった し、お寺のご住職であっ
たか ら、 そんな話 しいままで聞いた こと無いか ら、是非聞か
せて もらいたい。私 はもう死ぬんです って言 うてた。 その と
きに、臨終 のほん まに話 しを しま したね。
K;あ 一。
B;人 間 は死ぬんやで いう話 しをね。 二編。 その ときと、 も
うい っぺん また会いに行 ったんですけ どね、 うん。 そ した ら





































G;昔 のよ うみた いに死んだ ら地獄 へ行 って閻魔 さんがとい
うようなそんな不安はないみたい、 はい。 それはみなだいた
い科学的考え方が浸透 して きま したから。や っぱ り世界観 と
い うのが変わ って きま したね。 うん。昔です と、閻魔 さんが
舌抜 くや とかい うよ うなか っこうで教 えて ま したけどね、今
そういうこと言いません しね。
K;じ ゃ、ほ とん ど自分 が死 んだ らどうなるんだ ろうとか、
怖 いとかはそ うい うことは一
G;あ んま り私 は教 えません ね。私 は直接聞 きません、はい。
考えが浸透 し、地獄や死後の話から現実味が失せ
ることで、死の物語を提供してきた教団の関わり









ス トーリーの違いか ら分類 し、教義的解釈を多用
しているものと、個人の情動経験や心理的描写を
多 く表すものとでは、前者が死後の世界に対する




G;後 よろしゅう頼み ます とよう仰 います。それ は家の こと
を。
K;あ 、家の ことを。 ご自分にお念仏 とかではな くて、家の
ことをなんですね。
G;そ うそ う。ま るで コンサル タン トみたいな ことな って し
まい ましてね。 自分の ことをあんま り心配 してお られ るの、
あんま りお うた ことないね。 まあ、 自分では悩 んでお られる
んか も分か らんけどね。
K;そ うですよね一。 そ うい うことをお聞きにな らないので、
そ うい うことをお話 は直接 はされる ことはない。
G;は い。 もう人間死 んだ らど うなるかとい うことはあま り
















B;あ の 一、 そうな るとや っぱ りね 一、宗教家 って、 自分で
んなこと言 うたらおか しいです けどね 一、責任 は重 いな一と
思 います よ、 う一ん。 そん な、お葬式や、ああ 一、お葬式す
んだ、ああ 一な とい うような話 しじゃない、 ほん とにその人
の人生が終わ るちゅう、終わ った、それを どうす るか、 また












J;こ こでまあ、いろいろ喋 っとったけ どね。で、年 は私が
ち ょっと上 なんですけどね。 まあ、いっで もあ ちこちで聞 く
ことやか ら再確認 したよ うな ことだけど。 う一ん、や、 いや
よ う言 います やん。誰 が順番 に死ぬとは限 らへん。
K;う 一ん。
J;で 、 あの、 ど うや らその門徒 の人が私 に、あの一住職 さ
ん、頼み ます よ一、私 のことを、 とい うやけ ども、(興 奮 し
て)そ ん なもの、 お前、聞 いと ったって私 が先死ぬやわか ら
へんの にそん なことは頼ん だってあかん で一、 い うて、それ
だけは堪忍 して くれ と、 その頼 むと。後 の ことは頼む とこう
いう。それ はね、す ごく私 にとって責任が重 い というか、そ、
頼 られてお るという、 そういう存在 にもう私 がな ってるんだ
な と。
K;う ん うん。
J;年 齢的にな って る面 もあ るか も知れん。 そ うやな しに日
ごろのお話を した り、説法を したりす る中でね、 この人 は私
の最 後には頼んで もよい人 とい うような思 いを、 ちゃんと養






























K;檀 家 の方 が死 んだ らど うなるんだろ うとあま りその不安
を喋 ることはあま りないんでずか。
C;あ 一。 そこまでねなかなか聞 いてもらえや しません。こっ
ちのや っぱりもって き方 が下手 なん。 へっへ。 そ こまでほん
まに本音 をね、出 して、 お互 いが喋 りあわないかんのやけど。
そこまでや っぱ り、 う一ん。 こっちの親切がた らんと思いまっ
せ。
K;あ 一。それ は遺族の方で も、例え ばお通夜 の席 とかで本
人がその不安を語 るので はなく一
C;は 一。 それ はた まにはね 一聞かれてはるけど。んなにゆっ
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注1サ ンスクリット語で 「休養の場所」 を意味するこ
の言葉は、我が国独自のホス ピスをと提唱された概
念であり、 日本人の心性 に沿 った仏教的終末医療と
しての理念を掲げている。






関わ りに着目し、同一の1次 データを用 いながらも、
2次 データへの加工以降、再度分析を行 ったもので
ある。
4語 りに見 られるアルファベ ットはA～Jが 調査対
象者、Kが 調査者を示 している。
5死 の後、浄土において再び見 えることを、仏教用
語では倶会一処とよぶ。
(博士後期課程)
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